
○ ファクトシート
　リスク評価のほかにも、危害要因についての科学的な情報を収集し、分かりやすく整理したものを「ファク
トシート」（科学的知見に基づく概要書）として公表しています。これらのファクトシートは、掲載時における国
際的なリスク評価結果や研究成果などを整理して作成されたものです。
　これまでに「加工食品中のアクリルアミド」、「牛の成長促進を目的として使用されているホルモン剤（肥育
ホルモン剤）」、「臭素酸カリウム」、「トランス脂肪酸」、「ビタミンＡの過剰摂取による影響」、「Q熱」、「妊婦の
アルコール飲料の摂取による胎児への影響」について作成し、随時更新を行っています。平成２１年度には
「食品中のクロロプロパノール類」を作成しました。　　
　引き続き、国内外の関係機関等から、新たな科学的知見の情報収集を行い、わかりやすく整理した上で、国
民の皆様へ情報を提供いたします。

　食品安全委員会は、リスク評価の内容など食品の安全性に関するリスクコミュニケーションを実施し、消費
者を含む関係者との間で情報の共有や意見交換を行っています。

○ リスク評価結果案等についての意見交換会
　食品安全委員会が実施したリスク評価の結果案については、パブリックコメントを求めるとともに、国民の
関心の高いものや評価の考え方の説明が必要なものは、消費者や事業者などの方々との意見交換会を開催
しています。２１年度は「食中毒原因微生物のカンピロバクター」と「BSE非発生国からの輸入牛肉等」のリス
ク評価結果案について、意見交換会を開催しました。
　このほか、リスク評価の基礎となる科学的な考え方などをテーマとしたサイエンスカフェ形式の意見交換
会や、リスク評価に関する国際的な動きや最新の知見についての海外の専門家によるセミナーを実施してい
ます。

意見交換会等を３86回（共催を含む。平成22年3月末現在）開催しました。
このうち､食品安全委員会が、これまで企画･主催した意見交換会等の主なテーマは以下のとおりです。

・我が国のＢＳＥ対策
・魚介類等に含まれるメチル水銀
・遺伝子組換え食品
・食品からのカドミウム摂取
・食中毒原因微生物
・大豆イソフラボンを含む特定保健用食品
・体細胞クローン家畜由来食品
・BSEが発生していない国を対象とした
  輸入牛肉・牛内蔵

食品安全委員会の行う意見交換会の実績

ジュニア食品安全委員会

○ 地方公共団体等と連携した意見交換会
　食品安全委員会が実施するリスク評価の考え方や食品のリスクに関する意見交換会を、地方公共団体等
と連携して実施しています。２１年度は、食品添加物や農薬などをテーマとして、食品安全委員会のリスクコ
ミュニケーター育成講座を受講された方々の協力をいただきながら、グループディスカッションを行うワーク
ショップ形式や少人数が気軽な雰囲気で意見交換を行う形式の意見交換会を各地で行いました。
　このほか、地方公共団体や関係団体が主催するシンポジウムなどの講師派遣の要請にも対応して、食品安
全委員会の役割やリスク評価の考え方などの講演を行っています。

○ 食の安全ダイヤル
　国民の皆様から食品の安全性に問するお問い合わせ､ご意見､ご報告などを頂く｢食の安全ダイヤル｣を設
置するとともに､よくある質問については､Ｑ＆Ａとして整理し､ホームページに掲載しています。　
　平成21年度には体細胞クローン牛、DAG油（ジアシルグリセロールを高濃度に含む油）など655件（平
成21年4月～平成22年3月）の問い合わせがありました。　

2.  リスクコミュニケーションに関する取組

　食品安全委員会は、夏休み企画として、小学校高学年の児童を対象に『ジュニア食品安全委員会』を開催
しています。
　この委員会は、将来の食の安全の担
い手であるジュニア＝児童たちに、食
品安全委員会が実際に開催されてい
る会議室で、食品安全委員会委員と
いっしょに、食の安全について楽しく学
んでいただこうと、平成 19 年以降、
毎年夏休みに実施しています。

サイエンスカフェの様子
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これまでの取組について

○ 食品安全モニター
　国民の皆様に日常の生活を通じて､食品の安全性についてのご意見などを頂くため､全国各地の４７０名
の方に｢食品安全モニター｣を依頼しています｡リスク管理措置の実施状況等に関する情報提供や意見等の
報告、食品の安全性に関する意識等を把握するためのアンケート形式の調査の実施のほか､食品安全委員
会からの情報の地域への提供にもご協力いただいています｡食品安全モニターの募集は毎年 1～2 月ごろ
に行っています。


